
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

Ⅰ期B日程

化学基礎

化学基礎の範疇が理解できているかを問うため、幅広く出題する
ようにした。また、知識だけではなく計算問題や実験での注意事
項の記述などの問題も出題し、総合的な評価をするように努め
た。
各問題については、大問IとIIでは物質そのものや原子など物質の
構成の範囲について、大問IIIでは原子量・分子量・濃度など計算
を通して化学反応に必要な概念について、大問IVでは化学結合に
ついて、大問VとVIでは酸と塩基、酸化還元反応を通して化学実験
についての理解度を問う問題を出題した。

①大学（薬･香薬以外）



1徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化

化学基礎



2徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



2 3徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



4徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



4 5徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



6徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



6 7徳島文理大学 2026ⅠＢ理・人・保・総・文 化



1徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　化

化学基礎 	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ
1　　①　カ ②　オ ③　エ ④　キ ⑤　ウ

2　　⑴　蒸発 ⑵　凝固 ⑶　凝結 ⑷　昇華

Ⅱ
1　　Ｂ：アルカリ金属 Ｇ：ハロゲン Ｈ：貴ガス

2　　A F G H

3 　　D

4 　　⒜　⒝

Ⅲ
1　　ウ

2　　オ

3　　ア

4　　ウ

5　　エ

6　　イ

7　　オ

8　　エ

9　　ウ

10　　ウ

Ⅳ
1　　⑴　H:O:H 

⑵　O::C::O 
⑶　⒜と⒝
⑷　⒜　イ ⒝　ウ ⒞　オ ⒟　ア

2　　⑴　イ ⑵　オ ⑶　ウ ⑷　エ

Ⅴ
1　　塩酸は塩化水素の水溶液で，溶質の塩化水素が揮発しやすく濃度が変化しやすいので，標準溶液にはならない。

2　　⑴　🄐　⒠ 🄑　⒟ 🄒　⒝ 🄓　⒞
⑵　⒝
⑶　フェノールフタレイン

Ⅵ
1　　過マンガン酸カリウムが塩酸の Cl ­ を Cl 2 に酸化するのに消費されるため，正しい滴定が行えないから。

2　　⑵　⑷　⑸


